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ohide E

guchi

東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社

建
設
産
業
図
書
館

江
口
知
秀

「
晴
れ
の
国
」を
襲
っ
た
大
津
波

千
人
塚
合
葬
之
碑

は
起
こ
る
。

　
少
し
前
に
平
成
の
大
合
併
で
古
来
の
地
名
が
廃
止
さ
れ
、

瑞
祥
地
名
に
取
っ
て
変
え
ら
れ
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
。

伝
統
の
破
壊
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
土
地
の
地
勢
や
歴

史
を
踏
ま
え
た
命
名
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
起
こ

り
う
る
災
害
も
地
名
か
ら
類
推
で
き
る
場
合
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
も
よ
い
が
、
安
易
な
行
政
判
断

が
先
行
し
過
ぎ
る
と
、
後
世
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
。
め
で
た
い
ば
か
り
が
能
じ
ゃ
な
い
。

し
翌
午
前
〇
時
頃
に
な
る
と
、
台
風
の
目
に
入
っ
た
の
か
風

力
が
衰
え
た
。
こ
こ
に
人
々
の
油
断
が
生
じ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
数
分
す
る
と
、
風
向
き
が
南
西
に
転
じ
て
、
さ
ら
に

勢
い
が
増
し
た
。
暴
風
雨
が
激
浪
を
呼
び
、
台
風
に
よ
る
高

潮
と
あ
い
ま
っ
て
堤
防
を
崩
し
、
人
々
は
家
屋
も
ろ
と
も
波

に
飲
み
込
ま
れ
、
一
家
全
員
死
亡
が
二
四
戸
、
死
傷
者
を
出

し
た
家
が
二
二
六
戸
、
被
害
総
戸
数
二
、二
一
七
戸
と
い
う

惨
状
と
な
っ
た
。

　
事
後
、
沿
岸
に
は
夥
し
い
遺
体
が
漂
着
し
た
が
、
そ
の
う

ち
二
五
六
人
の
身
元
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
千
人
塚
は
、
こ

れ
ら
寄
る
辺
の
な
い
死
者
を
弔
う
た
め
に
、
明
治
十
八
年
に

岡
山
県
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
千
年
に
一
度
と
膾
炙
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災

の
発
生
を
う
け
て
、
倉
敷
市
は
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二

日
に
千
人
塚
を
県
内
で
は
極
め
て
異
例
の
自
然
災
害
に
関
す

る
史
跡
に
指
定
し
た
。
災
害
の
少
な
い
地
域
の
住
民
に
過
去

の
悲
惨
な
歴
史
を
知
ら
し
め
る
と
い
う
趣
旨
は
誠
に
結
構
で

あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
県
が
「
晴
れ
の
国
」
を
掲
げ
続
け
る

こ
と
は
、
人
々
に
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
危
険
も
秘
め
て
い

る
と
は
、
私
の
考
え
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。
昨
年
夏
、
台
風
十
二

号
が
岡
山
県
を
直
撃
し
、
ネ
ッ
ト
上
で
「
晴
れ
の
国
」
で
あ

る
は
ず
が
…
と
い
っ
た
記
述
が
散
見
さ
れ
た
。
ど
ん
な
に
雨

が
少
な
く
と
も
、
台
風
が
来
な
く
と
も
災
害
は
起
こ
る
と
き

盾
と
な
り
、
台
風
の
勢
力
を
弱
め
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
降
水

量
一
㍉
㍍
以
上
の
日
数
が
日
本
で
最
も
少
な
い
こ
と
か
ら

「
晴
れ
の
国
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
岡
山
県
倉
敷
市
南
部
の
沿
岸
地
域
に
は
、
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
の
大
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
埋
葬
し
た
千
人

塚
が
あ
る
。
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
水
島
臨
海
鉄
道
水
島
駅

で
降
り
て
、
ほ
ぼ
真
東
に
四
〇
分
ほ
ど
歩
く
と
広
江
山
と
い

う
丘
陵
の
中
腹
に
城
郭
の
よ
う
な
石
垣
が
あ
る
。
そ
の
上
の

比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
し
た
敷
地
に
五
輪
供
養
塔
と
石
仏
、
そ

し
て
合
葬
之
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
明
治
年
間
の
岡
山
県
域
は
、
矢
継
ぎ
早
に
水
害
に
襲
わ
れ

た
。
明
治
四
年
の
大
洪
水
に
は
じ
ま
り
、
明
治
十
三
年
の
大

洪
水
、
明
治
十
五
年
の
津
波
、
明
治
十
七
年
の
大
津
波
、
明

治
二
十
五
年
の
大
洪
水
、
明
治
二
十
六
年
の
大
水
害
、
明
治

三
十
二
年
の
洪
水
と
、
ほ
と
ん
ど
間
を
お
か
ず
容
赦
が
な
い
。

こ
の
中
で
も
死
者
・
行
方
不
明
者
六
五
五
人
と
い
う
最
大
の

人
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
の
が
明
治
十
七
年
の
大
津
波
だ
っ

た
。

　『
岡
山
県
水
害
史
』
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
八
月
二
十
五

日
、
現
在
の
水
島
・
玉
島
地
域
に
台
風
が
来
襲
し
、
午
後

十
一
時
頃
か
ら
東
南
の
激
し
い
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か

山
県
は
災
害
が
少
な
い
と
い
う
。
県
域
を
四
国
山
地

と
中
国
山
地
に
挟
ま
れ
て
い
る
の
で
、
高
い
山
々
が

岡

［交通］水島臨海鉄道 水島駅下車、徒歩約40分
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千人塚合葬之碑


